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４月から、普通科の１年次生

が総合的な探究の時間（本校で
は、「ＮＣＡ」と呼んでいます。）
で取り組んできた探究活動の
成果を披露する発表会を１０
月１１日（水）に開催しました。
社会の困りごとを自分の課題
として捉え、生徒一人ひとりが
将来のビジョンを考えながら
課題解決に取り組むこの探究
活動では、５月中旬から、課題
を解決するためのじぶん株式
会社の企画書づくりに取り組みました。企画書の作成
に当たっては、モチベーションレビューシートの作成
や他己紹介により、これまでの自分を振り返る自己認
知にも挑戦しました。 
最終回となったこのたびのＮＣＡの時間では、じぶ

ん株式会社の企画書を発展させ、自分自身がグローバ
ル社会で活躍するプロジェクトをつくりました。そし
てプロジェクトを動かすリーダーとなるために、これ
からの高校生活で、どのようなことに取り組んでいかなければならないかをまとめました。
８人のグループに分かれて探究活動の成果を共有し、最も優れたプロジェクトをつくった
生徒が、グループの代表に選ばれました。グループの代表として発表した生徒は、「身近
なことの中に、何か一つでも自分がリーダーとなって行うことを見つけていかなければな

らない。」や「これまで受け継がれてきた日本の素晴らし
い伝統文化を守るため、後継者の育成や観光資源化の推進
が必要である。そしてこの活動を日本の未来につなげたい
と考えた。」「グローバル人材は、メンバー一人ひとりを
理解し、組織をつくりあることができる人材であることが
わかった。」等を発表しました。このたびは、生徒一人ひ
とりが将来グローバル社会で活躍する姿を想像し、高校生
活の目標を定めることができました。目標をしっかりもち、
これからの学校生活を充実させてくれることを期待します。 

 

 
１１月１７日（金）に、本校のＯＢやＯＧの方々等１０人をお迎えし、１年次のすべて

の生徒を対象としたキャリアセミナーを実施しました。キャリアセミナーは、本校生徒に
将来の職業を見据えた進路決定を促すため、様々な職業で活躍されている方々に講座を開
講していただき、職業の特徴やその職業に就くためにどのような進路を選択すればよいの
かについて学ぶためのものです。このたびは、弁護士、銀行員、公務員、建築、大学教員
（工学）、エンジニア（土木）、カウンセラー、医師、作業療法士、薬剤師のみなさまに御
来校いただき、それぞれ講座を担当していただきました。生徒は、これらの講座から、興
味・関心があるものを２つ選び、お話を聞くことができました。１年次生は、文理選択が
大詰めとなり、これからそれぞれの夢の実現に向けて前進します。このたびいただいたお
話をしっかり理解し、これからの進路選択や学習に生かしてください。 

普通科１年次生が挑戦した探究活動の内容等 
回 開催月日 内 容 

１ ４月２６日 
社会の変化や地域の魅力、企業の情報をもとにして、

これからの生き方について語る。 

２ ５月１０日 
本校の若手同窓生から見た、下関の「困りごと」を探

究する。 

３ ５月２４日 
将来のビジョンや生き方、しごとを探るため、他己

紹介や過去を振り返る「モチベーションレビューシー
ト」を作成することにより、自己認知に挑戦する。 

４ ６月 ７日 
将来、自分が何に貢献できるのか考え、これを実現

するための事業の企画書を作成する。 

５ ９月２７日 
グローバル社会で、リーダーとしてどんな環境でも、

どんな相手でも価値を創出できる人材とは？ 

６ １０月１１日 
一人ひとりがグローバルリーダーになるための企画

書を作り、発表によりアウトプットする。（２時間） 
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グローバル人材について、考えをまとめる生徒 
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第４６回日本分子生物学会年会に併せ

て実施された高校生研究発表が、１２月

２日（土）に開催され、探究科の２年次生

１５人が参加しました。日本でも有数の

規模を誇る日本分子生物学会が実施した

発表会は、分子生物学や生命科学の次世代を担う

高校生と大学や研究機関に所属する学会の研究者

との交流を目的としています。オンラインで開催

さ れ た

こ の た

びの発表会には、１３校から１７演題の発表があり、

この中にはＡｓｈｂｕｒｙ Ｃｏｌｌｅｇｅ（カナダのボーディン

グスクール）の高校生による発表もありました。 

本校から出場した３つの研究班は、４月から取

り組んできた課題研究の成果を４分間で説明し、

大学や研究機関の先生方から質問や助言をいた

だくことができました。探究科の２年次生は、１

月２５日（木）に発展探究校内発表会を迎えます。

残された時間は少なくなりましたが、このたびい

ただいた助言を生かし、より一層研究を深めてく

れることを期待します。 

 

 

探究科３年次の表に示した９つの研究

班が、２年次の発展探究の授業に取り組

んだ課題研究の成果をまとめた論文を朝

永振一郎記念第１８回「科学の芽」賞に出

品しました。筑波大学が主催する「科学の

芽」賞は、筑波大学の前身である東京教育

大学の学長を務められたノーベル賞受賞

者 朝永 振一郎 先生が、子どもたち

に向けた色紙に残された「ふしぎだとお

もうこと これが科学の芽です」から名づけられました。今年度の「科学の芽」賞には、日

本国内の小・中・高等学校に加え海外の日本人学校からも出品があり、２,２１０作品がエ

ントリーされました。このうち、高等学校部門には２９２作品が出品されていました。本

校から出品した９作品は、残念ながら入賞（２９位以内）にはとどきませんでした。朝永

先生が残された色紙には、先ほどの言葉に続き、「よく観察してたしかめ そして考えること 

これが科学の茎です 

そうしてさいごになぞ

が解ける これが科学

の花です」と記されて

います。これからも疑

問に挑戦し続け、花を

咲かせることができる

よう、努力しましょう。 

第４６回日本分子生物学会年会高校生研究発表に出場した研究班と研究テーマ等 

研究班 研究テーマ 

生物１ ユーグレナのパラミロンの含有量と環境との関係性 

生物２ 身近な微生物を用いた生ごみの効率的な分解に関する研究 

家 庭 二酸化炭素を吸収する布を作る 

朝永振一郎記念第１８回「科学の芽」賞に出品した研究班と研究テーマ等 

研究班 研究テーマ 

数 学 １/ｆ ゆらぎの短期における記憶力への効果 

物理１ ボウリングで１００％スペアをとる方法 

物理２ 磁歪式振動発電を用いた雨滴発電 

化学１ 竹酢液によるアンモニアの消臭 

化学２ カイロを変えろ！！～資源循環につながるカイロを作る～ 

生物１ コオロギの捕食者に対する反応 

生物２ ワラジムシって土壌回復に役立つの？～ワラジムシと小松菜の成長の関係〜 

保健体育 片方の手の握力を鍛えると、もう片方の手の握力も上がる？ 

家 庭 いでよ神龍！仙豆で世界の飢餓をなくしたまえ！ 
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